
農業農村整備事業（ため池整備事業）

☆ため池とは？

☆ため池整備事業とは？

☆ため池の種類

①皿池

①谷池
山間部によく見られる池で、小さな谷や小川を堰き止
めて、堤体が高くて短く、周りは山に囲まれていること
が多い。
池の規模は比較的大きく、集水面積（雨や地下水が
池に流れ込んでくる地域の面積）も広いため、池全体
の貯水量は比較的多いのが特徴。
集落より上流側に位置することが多く、決壊時の被
害は大きくなる。

　ため池の形状は、地形などによりさまざまで、①平野部に多い皿池　と　②山間部に多
い谷池に大別されます。

　岡山県には高梁川、旭川、吉井川の大きな河川があります。平野部ではその河川から
水を取って農作物を育てていますが、中山間地域においては小さな河川であり水量も少
なく、農作物を育てるのに水不足の状態でした。
　そこで、水不足を克服するために考えられたのが「ため池」です。農作物を育てるのに
欠かすことができない水を雨が少ない時期に安定して供給できるように貯めている池の
ことです。

　岡山県には中山間地域が多く、ため池が全国的にも多い。しかしながらため池のほとん
どが江戸時代に造られたもので、老朽化したため池が多いため、順次ため池の改修を行
うことを目的とした事業です。

堤体が低くて長く、集水面積（雨や地下水が池に流
れ込んでくる地域の面積）が狭く、池全体の貯水量は
比較的少ないものが多い。平野部に多く見られます。

平野部に多いので近くに

民家等があることも多い。

川
川



ため池が改修されるまで（ため池工事）

ため池改修前

改修前の例

余水吐

底樋及び

斜樋

堤体（水を貯めている土の

壁）が老朽化しており、貯

めている水が漏れたりして、

農作物の育成に必要な水

量が溜まらない。

堤防が老朽化して

水が大量に抜ける

（漏水）と危険

池の内側



①ため池堤体（ていたい）の掘削

②筈（はず）の掘削

☆筈（はず）とは？
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□部分を掘削中

池の内側

□部分を掘削中



③筈（はず）の鋼土（こうど）による盛土（もりど）

☆鋼土（こうど）とは？
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鋼土

□部分を盛土中



④斜樋（しゃひ）・底樋（そこひ）の掘削状況

☆斜樋（しゃひ）とは？ ☆底樋（そこひ）とは？
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⑤底樋（そこひ）の施工状況

⑤－１　底
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⑤－３ 底　樋（そこひ）　完　成 （堤体を盛土した後）



⑥盛土締固め（もりどしめかため）

☆☆☆☆ 工事を行う機械の紹介です！ ☆☆☆☆

☆タンピングローラ

前輪の凹凸の付いた

ローラーで土を押し固

める

☆油圧ショベル

機械のアームの先に

取り付けたバケット

と呼ばれる箱で土を

掘削します。

□部分を盛土中

バケット

ローラー



⑦波止（なみどめ）ブロック

☆波止ブロック（なみどめブロック）とは？
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□部分：波止めブロック工



⑧洪水吐（こうずいばき）（余水吐（よすいばき））

☆洪水吐（こうずいばき）（余水吐（よすいばき））とは？

⑧ため池改修　完成
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